
SQL Server 2000 – アップグレード クイック リファレンス ガイド 
SQL Server 7.0 からのアップグレード
SQL Server 7.0 および SQL Server 6.5ユーザーに対して、機能面での多くのメリットが提供されています。
· XML ドキュメントの生成と読み込み : SQL クエリの結果を XML で取得できます。取得する XML ツリーの形式は 3つの書式オプションで制御できます。XML の要素/属性をリレーショナル スキーマに割り当て、リレーショナル データへのアクセスおよび表示できます。Transaction SQL (T-SQL) およびストアド プロシージャを使用すれば、テーブルのように XML ドキュメントにアクセスし、処理および更新できます。
· データへのWeb アクセス : ブラウザからインターネット経由でデータベースや OLAP キューブにアクセスできます。
· マルチインスタンス : サーバー群の統合により、1 台のコンピュータ上で SQL Server の複数のインスタンスを個別に実行し生産能力を大幅に向上させることができます。  

· 携帯型デバイスからデータセンターへのアクセス : Windows CE、および Windows NT 4.0/2000 Server ファミリーがサポートされています。
· スケーラビリティの向上 : 分散パーティション ビューを使用するスケールアウト クラスタ機能によりスケーラビリティが向上しています。SQL Server 2000 Enterprise Edition は、SAN (システムエリア ネットワーク) デバイス、32 ウェイ コンピュータ、および64 GB RAM をサポートしています。最新の TPC-C およびビジネス アプリケーション ベンチマークが SQL Server 2000 Enterprise Edition のスケーラビリティの高さを証明しています (http://www.microsoft.com/japan/sql)。
· クエリの応答の高速化 : クエリ オプティマイザの改良、インデックス付きビュー、計算列に対するインデックス、並行テーブル スキャン時の SMP の全面的なサポートが追加され、アプリケーションの応答時間が大幅に短縮しています。アプリケーションによっては最大 300% のパフォーマンス向上が見られました。導入事例については、http://www.microsoft.com/japan/sql を参照してください。
· 信頼性の向上 : 地理的に離れたサーバーの同期を維持する新しいログ配布機能、簡素化したフェールオーバー クラスタ機能 (最大で 4 つノードの並列インデックス作成)、データのバックアップ時間を短縮する差分バックアップによって信頼性が向上しています。また、SQL Server 2000 は、米国国家安全保障局から C2 セキュリティ認証を受けています。
· データ ウェアハウスの拡張 : SQL Server 2000 は新しいデータ マイニング エンジンを搭載し、Web 経由のキューブのリンク機能、スケーラビリティを拡大する異なるサーバー間でのキューブの分割機能、カスタム ロールアップ機能を提供しています。また、不規則な階層、親子ディメンジョン、書き込み可能ディメンションを含む新しい種類のディメンションをサポートしています。新しい OLAP アクション機能は、データ ウェアハウスからデータベース内でイベントをトリガすることを可能にします。
· 開発者の生産性の向上 : SQL Server 2000 は、豊富な XML 機能に加えて、開発者向け機能として、更新および削除に対する連鎖参照整合性、T-SQL デバッガ、INSTEAD OF/AFTER トリガ、機能的に拡張されたクエリ アナライザ (管理スクリプトの作成時に役立つT-SQLテンプレートなど) を提供しています。

SQL Server 6.5 からのアップグレード
さらに、SQL Server 6.5から SQL Server 2000 にアップグレードすると以下のメリットがあります。
· 同時サポート ユーザー数およびトランザクション数の増加: SQL Server 6.5 以前では、データベースのページ レベルおよびテーブル レベルでレコードがロックされていました。このため、データベースでサポート可能な同時ユーザー数および同時トランザクション数が制限を受けていました。たとえば、SQL Server 6.5 上での平均的な SAP 実装では、同時サポート ユーザー数は 100 程度でしたが、SQL Server 7.0にアップグレードした場合、SAP R/3 で1,100 以上のユーザーをサポートしています。 
スケーラビリティの向上を示すもう 1つの指標はベンチマークの結果です。TPC-C ベンチマークを比較すると、非クラスタ 8 CPU コンピュータでのハイエンド SQL Server 6.5 のスループットは 16,257 tpm-C であるのに対し、8 CPU コンピュータ上の SQL server 2000 のスループットは 57,000 tpm-C です。
SQL Server 2000 は最大で 32 CPU、64 GB RAM 搭載のコンピュータをサポートし、最新のハードウェアに対応しています。

· 管理性、可用性、信頼性の大幅な向上 : SQL Server 7.0 で達成された自動調整機能、バックアップを含む動的なオンライン データベース保守作業、およびデータベース破損の影響の回避などの大幅な改良は、SQL Server 2000 でさらに強化されています。
· 統合されたデータ ウェアハウス : SQL Server 2000 には、データ変換サービス、OLAP データ ストア、データ マイニング、Microsoft Excel との統合機能、およびサードパーティ製の分析用ツール群が付属しています。SQL Server 6.5 では、これらの機能は提供されていませんでした。
Oracle と比較した場合の SQL Server の優位性
· Oracleよりも優れた SQL Server のパフォーマンス : SQL Serverは、多くの業界標準ベンチマークやビジネス アプリケーション ベンチマークで Oracle を上回るパフォーマンスを記録し、最大規模の e コマース サイトでも採用されています (http://www.microsoft.com/japan/sql/evaluation/compare/)。
· 統合された優れたデータ ウェアハウス : SQL Server にはデータ ウェアハウス機能が付属しています。Microsoft の調査では、SQL Server 2000 が Oracle Express よりも優れていることが明らかにされています (http://www.microsoft.com/japan/sql/evaluation/compare/DSSOLAP.asp)
· Oracleよりもはるかに簡単な SQL Server : microsoft.com/presspass/features/1999/09-29compass2.asp (英語)
· Oracle を大幅に下回る総所有コスト : microsoft.com/sql/productinfo/Aberdeen.htm (英語)
· 多数の優れたビジネス アプリケーションで採用されている SQL Server: (http://www.microsoft.com/sql/offerings.htm) (英語)
· Oracle (OLE DB) への接続機能を提供
その他の製品情報
· SQL Server 2000 機能概要 : http://www.microsoft.com/japan/sql/evaluation/features/
· アップグレード方法 :  http://www.microsoft.com/japan/sql/evaluation/howtoup.asp
· 全機能の詳細 :  http://www.microsoft.com/japan/sql/evaluation/
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